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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成２１年４月３０日に公表した業績予想及び配当予想を下記のと

おり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．平成 22 年３月期通期業績予想の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

（１）連結                                 （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 70,000 300 0 △300 △1 円 95 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 75,000 △1,300 △2,000 △300 △1 円 95 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 5,000 △1,600 △2,000 0 ― 

増 減 率            （％） 7.1% ― ― 0.0% ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年３月期） 
128,826 10,119 7,632 2,801 18 円 15 銭 

 

（２）個別                                 （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 47,000 △950 △830 △600 △3 円 89 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 46,000 △2,950 △2,400 △300 △1 円 95 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,000 △2,000 △1,570 300 ― 

増 減 率            （％） △2.1% ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年３月期） 
93,385 7,398 7,110 3,457 22 円 40 銭 

 

２．修正の理由 

当期の業績は、上期に特殊鋼鋼材事業において、売上減少と在庫削減による操業低下に伴う原材料

の売却損を計上したこと等で、連結経常利益は約 34 億円の損失となりました。下期に入り、上期に引

き続き固定費削減等のコスト改善を進めたことと、売上が徐々に回復したことから黒字に転換いたし

ましたが、上期の経常損失を取り戻すには至らないことから予想を修正いたします。連結当期純利益

につきましては、平成 21 年 7 月 30 日開示のとおり、18 億 7 千 4 百万円の固定資産処分益を計上した

ことから、当初予想通りの 3億円の損失となる見込みです。 

 



 

なお、平成 21 年 10 月 29 日に公表いたしました「乗用車ばね合弁会社の持分取得（子会社化）に関

するお知らせ」に記載の当該合弁会社持分買取が、平成 22 年 3 月期に与える影響は売上高で 39 億円、

経常利益で△2億円であり、本予想に折りこんでおります。 

 

３．配当予想の修正 

 （１）平成 22 年３月期 配当予想修正の内容 

 １株当たり配当金 

基準日 第２四半期末 期   末 年   間 

前回予想 
(平成 21 年 10 月 22 日) 

円 銭

0.00 

円 銭

（未定）

円 銭 

（未定） 

今回修正予想 ―  1.50  1.50   

当期実績 0.00 ―  ―   

前期実績 

（平成 21 年３月期） 
4.00 0.00 4.00  

 

 （２）配当予想修正の理由 

  当期は業績予想のとおり連結当期純利益は 3 億円の損失でありますが、下期に限れば約 6 億円の連

結当期純利益を計上できる見込みであること、及び財務・財政状況などを総合的に勘案し、当初未定

としておりました配当予想を１株当たり 1円 50 銭に修正いたします。 

  なお、本件は平成 22年 6 月開催予定の定時株主総会に付議する予定であります。 

 

上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、

今後発生する様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以  上 


